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山都町の人口
〔平成25年８月31日現在〕

男　　8,261人    （－7）
女　　8,846人    （－9）
計　 17,107人  （－16）
世帯   6,752戸    （－2）
※（　）は前月比
※最高齢は108歳〔女性１人〕
※１月１日～８月31日の出生届数
　69人（うち８月は10人）
※１月１日～８月31日の死亡届数
　198人（うち８月は19人）

●
障
が
い
の
あ
る
人
に

　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
人
権

障
が
い
の
あ
る
人
を
含
む
す

べ
て
の
人
に
と
っ
て
住
み
よ
い

社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
各
種
施
策
だ
け
で
な
く
、
社

会
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
人
々

の
十
分
な
理
解
と
配
慮
が
必
要

で
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
を
特
別
視

す
る
の
で
は
な
く
、
一
般
社
会

の
な
か
で
普
通
に
生
活
が
送
れ

る
よ
う
な
条
件
を
整
え
る
べ
き

で
あ
り
、
と
も
に
生
き
る
社
会

こ
そ
ノ
ー
マ
ル
（
普
通
）
な
社

会
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
、

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
い
ま
す
。
日
本
で
も
、
様
々

な
取
り
組
み
が
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
を
基
本
理
念
の

一
つ
と
し
、
障
が
い
の
あ
る
人

の
「
完
全
参
加
と
平
等
」
の
目

標
の
下
に
進
め
ら
れ
て
き
て
い

ま
す
。

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
実
現
に
向
け
て
取
り
除
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
障
壁

（
バ
リ
ア
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

生
活
上
の
障
壁
（
バ
リ
ア
）
を

取
り
除
く
（
フ
リ
ー
）
と
い
う

考
え
方
を
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

と
い
い
、
例
え
ば
道
や
床
の
段

差
を
な
く
し
た
り
す
る
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ハ
ー
ド
面
で
の
整

備
が
な
さ
れ
て
も
そ
の
機
能
が

阻
害
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
駐
車
場
の

障
が
い
者
用
ス
ペ
ー
ス
は
車
い

す
な
ど
で
の
乗
り
降
り
に
便
利

な
よ
う
に
広
く
確
保
し
て
あ
り

ま
す
が
、
近
く
て
空
い
て
い
る

か
ら
と
駐
車
さ
れ
て
は
専
用
ス

ペ
ー
ス
の
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に

自
転
車
を
駐
輪
す
る
と
、
視
覚

障
が
い
の
あ
る
人
の
歩
行
の
妨

げ
と
な
り
ま
す
。
建
物
や
制
度

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め
る
の

と
同
じ
よ
う
に
、
私
た
ち
の
「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
を
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

障がい者に関するマーク

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利　

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す
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山都町観光案内所

ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

～ 10 月ギャラリーのご案内 ～
「 押花絵額作品展＆　  　　

  カズラアレンジその他小物 」
平成25年10月１日（火）～31日（木）

水曜定休日

　押花額花 30点ほど。
　アレンジしたカズラや小
物 15点ほど。
　どれも素敵な作品ばかり
です。
出展者：るい工房　木原晴栄

【障害者のための国際シンボルマーク】
障害者が利用できる建物、施設であることを明確に表

すための世界共通のシンボルマークです。マークの使用
については国際リハビリテーション協会の「使用指針」
により定められています。
駐車場などでこのマークを見かけた場合には、障害者

の利用への配慮について、御理解、御協力をお願いいた
します。
※このマークは「すべての障害者を対象」としたもの

です。特に車椅子を利用する障害者を限定し、使用され
るものではありません。

【身体障害者標識】

肢体不自由であることを理由に免許に条件を付されて
いる方が運転する車に表示するマークで、マークの表示
については、努力義務となっています。
危険防止のためやむを得ない場合を除き、このマーク

を付けた車に幅寄せや割り込みを行った運転者は、道路
交通法の規定により罰せられます。

【聴覚障害者標識】

聴覚障害であることを理由に免許に条件を付されてい
る方が運転する車に表示するマークで、マークの表示に
ついては、義務となっています。
危険防止のためやむを得ない場合を除き、このマーク

を付けた車に幅寄せや割り込みを行った運転者は、道路
交通法の規定により罰せられます。

【盲人のための国際シンボルマーク】

世界盲人会連合で１９８４年に制定された盲人のため
の世界共通のマークです。
視覚障害者の安全やバリアフリーに考慮された建物、

設備、機器などに付けられています。
信号機や国際点字郵便物・書籍などで身近に見かける

マークです。
このマークを見かけた場合には、視覚障害者の利用へ

の配慮について、御理解、御協力をお願いいたします。

【耳マーク】
聞こえが不自由なことを表す、国内で使用されている

マークです。
聴覚障害者は見た目には分からないために、誤解され

たり、不利益をこうむったり、社会生活上で不安が少な
くありません。
このマークを提示された場合は、相手が「聞こえない」

ことを理解し、コミュニケーションの方法への配慮につ
いて御協力をお願いいたします。

【ほじょ犬マーク】
身体障害者補助犬同伴の啓発のためのマークです。
身体障害者補助犬とは、盲導犬、介助犬、聴導犬のこ

とを言います。「身体障害者補助犬法」が施行され、現在
では公共の施設や交通機関はもちろん、デパートやスー
パー、ホテル、レストランなどの民間施設でも身体障害
者補助犬が同伴できるようになりました。
補助犬はペットではありません。体の不自由な方の、

体の一部となって働いています。社会のマナーもきちん
と訓練されているし、衛生面でもきちんと管理されてい
ます。
お店の入口などでこのマークを見かけたり、補助犬を

連れている方を見かけた場合は、御理解、御協力をお願
いいたします。

【オストメイトマーク】
人工肛門・人工膀胱を造設している人（オストメイト）

のための設備があることを表しています。
オストメイト対応のトイレの入口・案内誘導プレート

に表示されています。
このマークを見かけた場合には、そのトイレがオスト

メイトに配慮されたトイレであることについて、御理解、
御協力をお願いいたします。

【ハートプラス マーク】
「身体内部に障害がある人」を表しています。
身体内部（心臓、呼吸機能、じん臓、膀胱・直腸、小腸、

免疫機能）に障害がある方は外見からは分かりにくいた
め、様々な誤解を受けることがあります。
内部障害の方の中には、電車などの優先席に座りたい、

近辺での携帯電話使用を控えてほしい、障害者用駐車ス
ペースに停めたい、といったことを希望していることが
あります。
このマークを着用されている方を見かけた場合には、

内部障害への配慮について御理解、御協力をお願いいた
します。

10 月の当番医　
10月  6 日  高 田 整 形（電話72-1007）
10月 13日  坂本クリニック（電話72-0210）
10月 20日  伴 病 院（電話72-0029）
10月 27日  野 田 医 院（電話72-0307）

社会人になり１年はあっという間とよ
く言いますが、今年は特に１年が早く感
じます。友達が以前、「歳をとるごとに
１年が短く感じるのは、例えば人生を１
と考えた時、『６分の１年（６歳）』と『30
分の１年（30 歳）』では１年が短く感じ
るのは当たり前」と話していました。な
らば、自分は今年だけで２～３歳くらい
歳を取っているのかもしれません。しか
し、１年で２～３年分の経験を出来てい
ると考えるとラッキーな事ですね。（Ｋ）
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